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巻頭言 ｢学び｣イ育ち｣
伍 賀 康 品
I7世紀,フランスの哲学者であり数学者であっlI･パスjl)レが表 したパンセの中に ｢人間は考
える寒である｣という有名な言草があります｡考える活動が人間であることの証であるとでも解
釈できそうです｡算数 ･数学科の放青的な役割の一つに ｢数学的な考え方｣にあたる思考力 ･判
断力の育成があります｡算数 一数学科は.人間として存在するために学習fB場で考えることの大
切さを今日まで継承しているといえるでしょう ..
平成 14年の ｢学削 旨猫質領｣では,学習時間の削減により撤断4谷の 30%が無くなり,その
内容は統合されるか上の学年に移行されるなどきれましたCそして,当時 ｢円周率が3になる?｣
と報道され物議を醗したことは記憶に新しいことです｡中味については,｢円周率としては3.1
4を使うが目的に応 じて3を使って計常処理する｣ことであって実質的に ｢3,14｣を使った
筆算は,しなくてよいことになりました (電卓計鞍は除く)T,その後,学力問題が巷の話軌 二なり
｢学校教育施行規則の一･部改正｣に伴って,発展的内容として扱ってよいということになりまし
た｡
江戸時代の実用数学では,円TE]率は多く ｢3･I6｣が用いられていたそうです.)日本で独自
に発達した数乳 ｢和井｣の世界では付松茂酒が 1663年に ｢算阻 (サンソ)｣を著 し.｢3.i
415926｣を表しました｡掛 ま,円に内接する正多角形を限l')なく円に近づけていく方法を
取 り,正32768角形まで計算したそうです_古代エジプ トの記録には,｢3.1605｣とあ
り,中国やインドで多くの学者がその解明に挑んできたことを忘れてはならないでしょう｡
21世紀にはいり,情報化 ･高齢化社会等の不透明で予測ができないこれからの社会をよりよ
く′ときていくために,教育界では ｢新 しい敵背扱｣から ｢生きる力｣の育成が大きな柱になりま
したC今Ejでは教育問題が社会問題化 し,教育改革も進行中です｡教育の ｢不易｣と ｢流行｣や
｢人間教育力｣の育成など, .これまでの指導方法を見直 し,教育の質的転換を巨=旨した営み
が続けられています.急速なrJ:蔓学の進刺 こともない,迫伝子の解明や脳の研究もすすみ,未知な
脳のはたらさもかなり分かってきたようです｡束北大学の川島隆太教授は,｢知るを楽しむ｣一脳
を鍛える-の講演のなかで,脳を活性化することが老化の防止や認知症の防止目 釘こたつのでは
ないかと述べています｡また,子どもたちにも学習療法としておおいに活用できるのでなないか
と教育界に熱いメソセージを送っていますO学校で勉強をすることは,子どもの脳発透にもよい
彩饗を与えているというのです｡そして,脳を活性化するには3原則があると主張 しています
具体的に,,a)｢読み ･畜き ･計珠｣① ｢コミュニケーション｣rj)｢指を使って何かをつくる｣を
指摘 しています,Jそして,今後,教育と医学の連携の必要性を述べていますUまた,彼の講演の
中で,睡眠の大切さや朝食をとる必要性など,放帝現場で長い間指導をし続けている基本的な生
活習慣の大切さを ｢脳の研究｣という立場から言及LていますJそして,最後に,現在は人輔の
長い歴史の中で,(産業革命の到来で体を使わなくなり,ITが登場)脳を使わなくてもいい社会
をつくってしまったO今,人lHは体とともに蛸を使わなくなりつつあるために,｢脳を鍛えてJ未
来のチビもたちに責任を果たそうと呼びかけています｡
･f･校現場では,多くの課題を背負って日々熱心に取 り組んでいる教師たちがたくさんいます
校内研修会で授業を見合って,教材組や指獅 月,教育組を深めあっています｡例えば,単元 3
年 ｢あまりのある わり欝｣では, 19÷4の計算の仕方をとのように考えるのかO子 1･rもは.
｢20÷4なら九九でできるのだが ･ ･｣と考える.｢九九は使えないのかな-｣-｢4の段の
九九に19がないから｣と考えるかレ`,-i-1す｡友達同士の話 し合いに参加して,日のつけと-ころと
して ｢19を16と3にわけて考えるとユ6÷4-4となり あまりは 3｣- ｢九九を使うと
簡L糾二答えがたせる｣いう結論に到j重します｡ほ習準項と結び付けて問馴 筆洗をする経験を学ん
でいきますO算数的活動と結び付けての学問方法の一つでありますが.算数的活動と式や言葉と
結び付けての学習活動は,クラス全員のLu帝が 1つの目襟へ向かっての価値の追求の姿でした｡
子どもたちの生き生きとして考える姿が,そこにはあったように思います′,脳の活性化が十分に
なされているようにも見えました｡孝二滴 も多くの経験と見U,-&の交流の場を経て,｢教える卑門家｣
から r･:lJ:びの即 つ家｣へと変わってきているように思えましたO子どもの生きる力の育成に向か
って,子どもも考える場を生かして学んでいくD教師も考える場を通 して成fi-Lて いくQ教師集
団の共に学んでいくという組織の怖饗によって,教師力も鍛えられていく姿が.二の酬 萎会では
あったように思いましたO毎月,十暇tjに算数授業実践研究会を開催 して,｢学びの専門家｣へIh】
かっての活動を続けているグループがあります｡三J;J原貞夫先生や高杉早苗先生が中心となってで
きた会ですOもう30数勾･laJも続いている研究会です｡県外の現職教師や教育学部学生や市内数
師が算数授業について討沸できる,誰でも自由に参加できる会です,必要に応 じて,指導案を持
参 したり,E]ごろの笹致指蝶で困った内容など持ち寄ったりして検討をすることが主な泊劾です
が,1姫tまる教師等は,子と-もの ｢学びとは十 ,を常に念鰍 二おいた話し合いが続いていきます｡
学校が変わるためには,援常が変わらなければならないことを,共通意識にもち,｢継経は力なり｣
をモットー に励んでいますOこの会での研修を基に,多くの教師も成艮していますo今後.この
ような教材研究の会が発展して,算数科の教材を適 して,学びの共同体づくりの推進にi3-離 して
ほしいものです｡
これからの常数 ･致乍科の指噂で大切なことは,｢考える｣ことを根幹にして学びの姿を具体的
に根えて,学校教育を活性化することであると思いますO平素の授業の中で,脳の活性化につな
がり,よりよく生きていくための如唐を共有できる人材の育成が急務となるのではないでしょう
かD教師もまた,｢学びの斬 り家｣として育ち連帯 Lて指嬉力の向上を目指 したシステムを偶築し
ていき.学校が本来の使命を遂行できるような体刑を考えていくことが今後の課題になってくる
のではないでしょうかOそのためには,地道ではありますが,授貰実践を椅み虚ねて}lY:びの指導
力を窮めていく以外にはないと思います,J
これまで取 り組んできた常数 ･数学科の指導を通 して,岡山大学算数 ･数学教育学会の会員同
士が共に学んでいく教師範団として軌 二育っていこうではありませんか｡
